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令和４年３月 

 

多治見市道路河川課 

  



１、長寿命化修繕計画策定の背景と目的 

 １）背景 

多治見市が管理する道路トンネルは、古虎渓人道トンネル・三滝トンネル

の２本でともに歩行者専用トンネルです。両トンネルとも素掘工法で施工さ

れており、建設年度は不明ですが、建設後 100 年以上の経過が想定されてい

ます。 

両トンネルとも、多治見市市之倉地区から JR 中央本線古虎渓駅へ通じる一

般県道下石笠原市之倉線、主要地方道名古屋多治見線（ともに岐阜県管理）

の歩道機能を担っており、施設の重要度は高いものとなっています。 

近年、施設の経年による劣化が顕著で、平成 30 年度に実施した定期点検で

は、判定Ⅲ（早期対策）の診断が下されました。 

このままこの状況を放置すると、トンネルの構造安全性に重大な影響を及

ぼす他、岩盤の剥離等により、第三者に被害を及ぼす可能性も高くなります。 

この状況を打開するため、計画的な点検とその結果に基づいた修繕を行う

必要があります。 

 

 ２）目的 

道路トンネルを適切に管理するため、トンネル定期点検結果に基づき点検

頻度・点検順位を見直すとともに、効率的なトンネルの維持管理を目指して、

路線の重要性とトンネルの健全性を考慮したトンネルの維持修繕計画を策定

します。 

修繕計画に基づき適切な対策を行うことにより、一般交通の安全性、信頼

性を確保します。 

 

２、対象トンネル 

 １）計画対象トンネル 

多治見市で管理する道路トンネルは次の２本です。 

  ①古虎渓人道トンネル 

 所 在：多治見市市之倉町 13 丁目地内 

 市道名：831101 線 

延 長：9.0ｍ、幅 員：3.36ｍ、中央高：2.9ｍ 

  ②三滝トンネル 

 所 在：多治見市市之倉町 13 丁目地内 

 市道名：832010 線 

延 長：22.0ｍ、幅 員：1.60ｍ、中央高：1.8ｍ 

 



 ２）計画対象期間 

2022 年度（令和４年度）～2036 年度（令和 18 年度） 15 年間 

 

３、トンネルの維持管理における基本方針 

 １）健全度の把握及び基本的な方針 

道路トンネルにおける点検の種別、点検頻度、点検方法、健全度の判定、

修繕方法は、「道路トンネル定期点検要領」（国土交通省道路局国道・技術課 

平成 31 年 3 月）を基本とするが、三滝トンネルが岩盤をくり抜いた素掘トン

ネルであるため、「大分県素掘トンネル維持管理マニュアル」（大分県土木建

築部道路保全課 平成 28 年 7 月）での判定基準を参酌するものとします。 

定期点検は、近接目視・打音検査により 5 年に 1 回の実施を基本とし、変

状の健全度を 5 段階（Ⅳ・Ⅲ・Ⅱa・Ⅱb・Ⅰ ライナー覆工部分）及び 4 段

階（Ⅳ・Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ 素掘部分）の判定区分で評価します。 

健全度がⅣ・Ⅲ・Ⅱa（素掘部分はⅣ・Ⅲ・Ⅱ）となる場合は、補修の対象

とします。 

また、照明については、概ね 15 年毎に更新することを基本とし、点検によ

り状況を確認し、更新作業を進めます。 

なお、対象トンネルに非常用設備等の付属施設はありません。 

 

 

国土交通省 大分県

ライナー覆工部分 素掘部分

利用者に対して影響が及び可能性
が高いため、緊急に対策を講じる
必要がある状態

早期に対策を講じる必要がある状
態から、交通解放できない状態

応急対応後、直
ちに対策を検討
する

早晩、利用者に対して影響が及ぶ
可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態

早晩、利用者に対して影響が及ぶ
可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態

早急に対策を検
討する

Ⅱa

将来的に、利用者に対して影響が
及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から
計画的に対策を必要とする状態

継続監視し、継
続的に対策を検
討する

Ⅱb
将来的に、利用者に対して影響が
及ぶ可能性があるため、監視を必
要とする状態

継続監視

利用者に対して、影響が及び可能
性がないため、措置を必要としな
い状態

利用者に対して、影響が及び可能
性がないため、措置を必要としな
い状態

なし

対策の内容

定期点検結果の判定区分

Ⅰ

将来的に、利用者に対して影響が
及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から
計画的に対策を必要とする状態

判定区分

Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ



 

 
 

 

 

 

鋼材の状態

腐食により、鋼材の断面欠損が見られ、構造用鋼
材として機能が著しく損なわれているため、緊急
に対策を講じる必要がある状態

腐食により、鋼材の断面欠損が見られ、構造用鋼
材として機能が損なわれているため、早期に対策
を講じる必要がある状態

Ⅱa
孔食あるいは鋼材全周のうき錆がみられるため、
重点的な監視を行い、予防保全の観点から計画的
に対策を必要とする状態

Ⅱb
表面的あるいは小面積の腐食があるため、監視を
必要とする状態

鋼材腐食が生じていない、またはあっても軽微な
ため、措置を必要としない状態

鋼材腐食に対する判断区分

判定

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅰ

出典：道路トンネル定期点検要領　P44
平成31年2月国土交通省道路局

判定 風化変質の目安 熱水変質の目安

Ⅲ 土砂状風化、未固結土砂
著しい変質により全体が土
砂化、粘土化

岩芯まで風化変質
変質により岩芯まで強度低
下

割れ目沿いの風化変質
変質により割れ目に粘土を
挟む

Ⅰ 概ね新鮮 変質は見られない

風化変質に対する判定区分（無巻トンネル）

Ⅱ

出典：大分県素掘トンネル維持管理マニュアル　P14
平成28年7月　大分県土木建築部道路保全課



 

 

 

４、対象トンネルの点検結果 

 １）トンネルの点検 

市が維持管理するトンネルの点検は、次表に定める項目ごとに実施するも

のとします。 

 

　　　　　　　割目間隔
割目状態

5cm以下 5～20cm 20～50cm 50～100cm 100cm以上

開口（5ｍｍ以上）
厚い粘土（5ｍｍ以上）

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

開口（5ｍｍ以上） Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ

開口（1～5ｍｍ）
薄い粘土（5ｍｍ以下）

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ

開口（1～5ｍｍ） Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

多く開口（1ｍｍ以下） Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

一部開口（1ｍｍ以下） Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

密着 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

割目間隔に対する判定区分（無巻トンネル）

出典：大分県素掘トンネル維持管理マニュアル　P15
平成28年7月　大分県土木建築部道路保全課

判定 打音区分 状態

Ⅲ

・ボコボコ、ベコベコなど
　薄さを感じる音がする
・ドンドン、ドスドスなど
　鈍い音がする

浮石周囲の全周、または３
方向～２方向に開口亀裂が
生じている

Ⅱ 同上
浮石周囲の１方向に開口亀
裂が生じている

Ⅰ
キンキン、コンコンといっ
た清音を発し、反発感があ
る

割目は密着している

出典：大分県素掘トンネル維持管理マニュアル　P16
平成28年7月　大分県土木建築部道路保全課

浮石状況に対する判定区分（無巻トンネル）



 

 ２）トンネル点検結果 

平成 30 年度に実施した定期点検結果（概要）は次表の通りです。両トンネ

ルとも判定Ⅲの点検結果であるため、対策を検討の上、令和３年度・令和４

年度で対策工事を実施します。 

  ①古虎渓人道トンネル 

 
  ②三滝トンネル 

  

点検項目 対象・目的 頻度 点検方法 点検体制

日常点検 安全を阻害する状態を発見する。
通常道路パ
トロールに
よる頻度

遠望目視
道路パト
ロール等

臨時点検
トンネル内で事故が発生した場合に安
全性を確認する。

随時 遠望目視
道路パト
ロール等

定期点検
トンネル本体の変状の状況やその進
行、健全度を把握する他、付属物の設
置状況を確認する。

1回/5年
近接目視及
び打音

トンネル専
門家による
点検

異常時点検
日常点検で異常を発見した場合、トン
ネル本体の変状状況を確認する。

随時
近接目視及
び打音

トンネル専
門家による
点検



５、トンネル長寿命化修繕計画 

平成 30 年度の定期点検及び定期点検結果を踏まえた対策工事を経て、今後多治見市の道路トンネルは次のとおり維持管

理していきます。 

 

 
 

６、事後評価及び今後の有効な取り組み 

令和３年・４年の長寿命化修繕工事完了から５年に１度の定期点検を実施し、点検結果を取りまとめ、長寿命化修繕工事

の実施効果を検討します。また、計画策定後 15 年を目途に、実施事業に対する評価や改善点、新技術等活用可能な取り組

みを反映させ、長寿命化修繕計画を見直し、維持管理に係る費用の縮減に努めます。なお、当該トンネルは、先述のとおり

県道の歩道機能を補完している為、現状での廃止は困難ですが、県道改良により歩道が整備される場合は、廃止の検討を行

います。 

  

点検
年度

判定
区分

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

古虎渓人道トンネル 市道831101線 市之倉町13丁目 - 素掘 9.0m 3.4m H30 Ⅲ 点検 修繕 点検 点検 点検

三滝トンネル 市道832010線 市之倉町13丁目 - 素掘 22.0m 1.6m H30 Ⅲ 点検 修繕 点検 点検 点検

多治見市トンネル修繕計画

修繕計画最新の点検結果

トンネル名 路線名 所在
完成
年度

掘削
工法

延長 幅員



７、トンネル台帳 

 ①古虎渓人道トンネル 

 
  



②三滝トンネル 

 


